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霜取り運転時の加熱性能を強化した空冷ヒートポンプ熱源機の開発について 

～世界最大級の大容量ロータリー圧縮機と低外気温時の新制御により実現～ 

 

 東芝キヤリア株式会社（本社：神奈川県川崎市、取締役社長：近藤 弘和、以下「東芝

キヤリア」）と東北電力株式会社（本社：宮城県仙台市、取締役社長：原田 宏哉、以下「東

北電力」）は、霜取り運転時の加熱性能を強化した空冷ヒートポンプ熱源機を共同開発し、

平成２９年３月より、東芝キヤリアにて販売を開始する予定です。 

 

 比較的大規模な工場や病院、商業施設等で空調設備として多く採用されている空冷ヒー

トポンプ熱源機は、低外気温時の霜取り（デフロスト）運転※１における加熱性能の低下が

課題となっており、東北６県と新潟県のお客さまより、加熱性能の強化が望まれておりま

した。 

このため、両社では、お客さまのニーズにお応えするため、ヒートポンプシステムの更

なる普及拡大を目的に、霜取り運転時の加熱性能を強化した空冷ヒートポンプ熱源機を共

同で開発したものです。 

 加熱性能の向上により、従来よりも快適な室内の暖房を実現するとともに、お客さまの

省エネルギー対策にもつながるものと考えております。 

 

新型機は、世界最大級となる大容量ＤＣインバータロータリー圧縮機※２をモジュール式

熱源機として初めて搭載し、加熱能力が６０馬力となります（従来機種は最大５０馬力）。 

また、今回の共同開発では、低外気温下における稼働中のお客さまの施設にて、複数モ

ジュールによるさまざまな運転制御のフィールド試験を行い、低外気温時における加熱運

転での課題を整理した上で、新たな霜取り制御の開発を行っております。 

この新型機と低外気温に適した制御を組み合わせることにより、外気温－１５℃におけ

る霜取り運転時の加熱能力を、東芝キヤリア従来機種※３の約３倍に高めることに成功いた

しました。（図１参照） 

加えて、外気温－１５℃における通常運転時においても、更に加熱能力を高めることと

しております。 

 

これまでのところ、当初計画どおり、運用面での高い信頼性等も確認できております。 

両社は、今後の販売開始に向け、今後もフィールド試験等を行いながら、更なる性能向

上に取り組んでまいります。 

また、今回の新型機は、これまで空調設備を他の熱源でご利用されているお客さまや、

新たに設備導入を検討されているお客さまにも導入いただきたいと考えており、今後、両

社においてお客さまへの提案活動を実施してまいります。 

 

以 上 



 

※１ 低外気温下の加熱運転時においては、熱源機の空気熱交換器に外気中の水分が霜と

して付着することから、霜の付着による空気熱交換器の加熱性能低下を防ぐため、

その霜を溶かす運転。 

※２ 東芝キヤリア開発の圧縮機であり、量産ロータリー圧縮機では世界最大級。         

（平成２８年９月２９日現在、東芝キヤリア調べ） 

※３ 従来機種であるユニバーサルスマートＸの５０馬力（型式：ＲＵＡ－ＳＰ４２３Ｈ

１）の霜取り運転時加熱能力と比較。 

【運転条件】外気乾球温度：－１５℃、相対湿度：８５％、温水出口温度：４５℃時 

 

図１：霜取り運転時における従来機種と新型機の性能比較のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外気温度：-１５℃ 

１モジュール（１台）の場合 

新型機 

従来機種 
０ 

＋ 

加熱能力 約３倍 

霜取り運転 

加
熱
能
力
（

k
W
）

 ：新型機 

 ：従来機種 

運転時間


